
第Ⅱ章 調査方法と調査の経過

第 １節 調査の方法 （付図参照のこと）

１ 調査 区の設定

調査 区域設定 にあた っては、平成 ４年度 に行われた試掘調 査での設定 に従 った。すなわち、道路建

設用中心杭ＮＯ．３１５を基準点 （Ｋ― ５） と しＮＯ．３１５とＮＯ．３３９を結ぶ南北方向の基準線 をＫ ライン、

幅杭ＮＯ．３１５で これに直交す る東西方 向の基準線を ５ラインと して ４ｍ四方の グ リッ ドを設定 した。

各 グ リッ ド杭 の呼称 は、中心杭ＮＯ．３１５ （Ｋ― ５） を起 点 と して 、北 へ ６～１０８と算用数字 を付 し、

また西へ Ｌ～ Ｐ、東へ Ｊ～Ｅの順 にアル ファベ ッ ト文字を付 して、アルフ ァベ ッ トと算用数字 との組

合せで示 した。具体的にはその グ リッ ドの南東隅の基準杭 の表示 と した。なお、長軸 方向は、 Ｎ― ８

°―Ｗ である
。

基準標高 （Ｂ．Ｍ ．）は、調査 区域外 に設け られていた工事用測量杭 （Ｋ． Ｂ．Ｍ ．） か ら引用 し、

調査 区域 内の任意の場所に必要に応 じて設定 した。

２ 発掘調査の方法

調査 にあた っては、土層の堆積状況 を観察す るためのセ クシ ョンベル ト及び深掘 り トレンチを適宜

設 け、 グリッ ドごとに掘 り進 めていった。

遺物 の取 り上げは、 グ リッ ド単位 に層位 ごとに行 い、必要 に応 じて平面図を作成 し、 レベルを記録

す る ことに した。

遺構の調査は、原則 と して二分法 ・四分法で行 い、土層 を観察 しなが ら精査 を進 めた。崩壊の危険

性 のある遺構 は土層観察用 のベル トを設げない もの もある。遺構 内の出土遺物 の うち時代決定のでき

る遺物については平面 図を作成 し、 レベルを記録 したが、それ以外の遺物 は一括 で取 り上げた。

遺構の実測は、遣 り方 と平板測量で行 ったが、 リフテ ィングケーブル カメラお よび ラジコンヘ リに

よる空中撮影 も並 行 して行 った。遺構の実測の縮尺 は、主 と して２０分の １を基 本 と し、住居跡のかま

ど等 については１０分の １と した。遺構の番号は、種類毎 ごとに確認順に付する こととした。

土層の名称 は、基 本層序 については、表土か ら下位 に ローマ数字を、遺構 内堆積土 につ いては上位

か ら下位 に算用数字 を各 々付す ことに した。土層観察 にあた って は、『標準土色帖』 を用 い注記 した

写真撮影は、適宜行 うことと し、主 と して カラー リバーサル及びモ ノクロームの ２種類の フィルム

を用いた。但 し、遺構や遺物の状況等に応 じてカラープ リン トやイ ンス タン トカ メラも適宜使用 した。

第２節 調査の経過

平成 ５年 ４月１３日に発掘作業員の雇用 説明会 を実施 し、１４日には仮設建物 （プ レハブ）を ４棟設置

した。 ４月１８日には発掘機材を搬入 し、調査区域内の環境整備や グ リッ ド設定 、測量 原点 （Ｂ．Ｍ． ）

の移動、粗掘作業等 を開始 し、発掘調査 に着手 した。粗掘作業 は、 ０―１０７区か ら着手 し、重機 を投

入 しなが ら徐 々に粗掘範囲を拡大 してい った。調査 が進む とと もに、土師器や須恵器が出土 し、竪穴
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住居跡や溝跡 ４軒、溝跡 等の遺構 が検 出され始めた。なお、排土 の搬 出の関係上、Ｈ ライ ンより西側

の作業 に努 めた。後 日、西側 の精査がすべて完了 した時点でＨ ライ ンよ り東側 の調査 を行 うことと し

た。工事関係者 との協議 の結果 、以後 、排土搬出のために排土搬 出路の西側 と東側 を時期 をず ら して

行 うこととした。

５月１６日には、浪岡町内 ５遺跡発掘調査打合せ合同会議 を浪 岡町立中央公民館 にお いて開催 した。

会議で は本事業の概要及 び発掘調査要項の説 明と調査方法等 につ いて協議 し、共通理解を図 った。会

議終 了後 に調査現場を踏査 して、今後 の調査のあ り方等 について確認 した。

６月上旬 には、粗掘 面積６，０００㎡を終 了 し、精査が進む につれ 、縄文 時代 の溝状 ピ ッ ト２基 、平安

時代 の竪穴住居跡 １０軒 、掘立柱建物跡 ７棟、土坑３２基 、溝跡５２条が続 々と検出 され、特 に溝跡の精査

に時間 を要 した。竪穴住居跡 は、上部が削平 されていて、遺存状態 は良 くない。

同月中には、排土搬 出用 の通路８０ｍ をＫ ラインに敷設 し、精査終 了部分の ラジコンヘ リによる遺構

平面 図作成のための空 中撮影 を終 了 した。

８月上旬、粗掘 面積１１，２５０㎡ を終了 した。その時点で、検 出された遺構 は、住居跡１９軒、掘立柱建

物跡１８棟 、土坑４５基 、溝跡 １０６条 で、出土遺物量は、平安時代の土師器や須恵器 を中心に段 ボール箱

に して約１５箱分である。

８月下旬、調査 の進渉状況が良好なために、調査期間 内に当初の調査予定面積１４，８５０㎡を終了 し、

本遺跡調査対象面積 １９，８００㎡ を終 了で きる見込 み とな った。そのため、 ９月中旬まで に、関係機 関と

協議 した結果、調査対象面積１９，８００㎡を 目標 と して、今後 の調査を続行す るとの結論 に達 した。

９月中には、排土搬 出用 の通 路を３００ｍまで延長 し、第 ２回 目の精査終 了部分 の ラジコンヘ リに よ

る遺構平面図作成 のための空 中撮影を終了 した。

９月下旬 までに１５，０００㎡の調査が終了 した。検 出 された遺構数は、竪穴住居跡２２軒 、掘立柱建物跡

２０棟、土坑６２基、溝跡１１６条 、井戸跡 ２基 とな った。

１０月上旬、Ｅ～Ｋ― ７～１７付近 に環濠が確認 され、そ の内側 の地区には多数 の遺構が激 しく重複 し

て あることが判 明 した。 同時 に、 Ｌ～Ｏ― １５～２０付近 には、少 な くとも ５軒以上 の竪穴住居跡がある

こと もわか った。重機 を投入 して排土の移動を急 ぐとともに、その部分の精査 に全 力を注いだ。

同 月中旬 よ り、段階的 に当セ ンター職員、調査補助員 の応援を得て、精査 を急 ピッチで進めた。

１１月 ５日には、浪 岡町 内の、高屋敷館、野尻（２）・（３）、野尻（４）、羽黒平（１）、平野 の ６遺跡合同の遺物

展示会及び現地見学会 を実施 し、多 くの町民が訪れ た。

１１月中旬、第 ３回 目の精査終了部分の ラジ コンヘ リに よる遺 構平面図作 成のための空中 撮影を実施

す る予定だ ったが、１４日、不運に も、積雪３０ｃｍの大雪 とな り、不可能 とな った。そ のため、急遽 、除

雪や雪解け水の排水 に努 めるとともに、 １週 間の期 間延長 を決定 した。空 中撮影 のためのマーキ ング

を施 し、遺構保護 のために全面に ブルー シー トを覆 った。

１１月２１日、 ようや く第 ３回 目の空中撮 影が実施 された。そ の後、環濠をは じめ として危険箇所 の埋

め戻 しを行い、調査機材 を搬 出 し、調査の全 日程 を無事終 了 した。

調査終了時の遺構数 は、縄文時代の溝状 ピ ッ ト４基、平安時代の竪穴住 居跡３７軒、掘立柱建物跡３３

棟、土坑１４０基、溝１９５条、井戸跡 １基である。遺物 は、段 ボール箱に して約８０箱分 出土 した。
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              第Ⅲ章　遺跡の環境

　第1節　遺跡周辺の地形及び地質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立板柳高等学校教諭　　山口　義伸

　南郡浪岡町は津軽平野南東縁に位置し、大釈迦川・浪岡川などの流域に集落が点在する。

　浪岡町を流れる主な河川として大釈迦川と浪岡川がある。大釈迦川は梵珠山（468ｍ）を源とし梵

珠山地及び前田野目台地の東縁をほぼ南流する。梵珠山地の分水嶺西方を南流する前田野目川は梵珠

山の北側に位置する馬ノ神山（549ｍ）を源とし、前田野目付近で平野部に達し平野内を北流する十

川と合流する。一方、浪岡川は南方の火山性丘陵地を北西流して平野部に達し前田野目台地南端の女

鹿沢付近にて大釈迦川と合流する。合流したのちに台地を迂回して板柳付近で十川と合流する。正平

津川も火山性丘陵地に源を持ち、北西流して浪岡町五本松付近で浪岡川に最接近し浪岡城跡で合流す

る。浪岡川及び正平津川の丘陵地から平野部への出口付近には開析された扇状地性の地形が展開し、

また両河川を流下した火砕流堆積物からなる台地も舌状に分布する。なお、浪岡城跡はその火砕流台

地上に位置し、南端の崖下には浪岡川と正平津川の合流点を望むことができる。

　津軽山地南部の地形をみると、大釈迦川西方及び北方には馬ノ神山及び梵珠山を中心とする南北に
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帯状の梵珠山地があり、外縁部には大釈迦丘陵が分布する。さらに、丘陵地の縁辺には前田野目台地

が弧状に展開する。大釈迦丘陵は砂岩・シルト岩を主とする大釈迦層（新第三紀鮮新世～第四紀更新

世）からなり、前田野目台地は八甲田第 1期火砕流堆積物及び前田野目層からなる高位段丘、洞爺火

山灰を指標とする中位段丘、そして縁辺部に分布する低位段丘の3段からなる。一方、大釈迦川東方

及び南方には高頭森山、坊主畑山、高陣馬山、塚森山などの標高250ｍ以下の山稜が点在するが、全

体として北方へ緩傾斜する火山性の丘陵地が展開する。大釈迦層を基盤とし、これを不整合に覆う八

甲田第 1期火砕流堆積物（約65万年前の流下）及び八甲田第 2期火砕流堆積物（約40万年前の流下）

からなる。これらの火砕流堆積物は谷地形など凹地を埋積するように流下して平頂な丘陵地を形成す

る。

　第Ⅲ－1－1図は浪岡周辺の等高線図を表す。大釈迦川と西方の前田野目川との間では、標高50～20

0ｍの等高線が南方に高度を下げながら舌状に張り出し、その稜線部は大釈迦川寄りにある。標高80

ｍ以高の等高線は開析谷による浸食で大きく入り組み起伏に富んでいることが把握できる。ただ、標

高80～150ｍまでの等高線をみると頂部にやや平坦な面を認められるが、標高150ｍ以高ではあまり認

められない。なお、標高60ｍ以下の等高線はなめらかで開析谷による影響もあまりなく起伏の少ない

ことが読み取れる。



一方、大釈迦川以東においては浪岡川及び正平津川を境に南北で地形発達がやや異なる。両河川よ

り南側では、標高８０ｍ以高の等高線は開析谷の浸食により大きく入 り組み、谷間丘陵としての地形が

展開する。平野部に接する標高５０～６０ｍの等高線はほぼ南北に走って構造的な要素をもち、線上には

本郷、竹鼻、高館、三島などの集落が点在する。本郷川あるいは高館川以北では標高３０～５０ｍの等高

線が平野部に向かう傾斜面として展開 し、浪岡川及び正平津川を中心とする扇状地の南半部に相当す

るものと考える。これに対 して、両河川の北側では標高１２０～１５０ｍの等高線を境に等高線の粗密の度

合い及び入 り組みに変化が認められる。標高１５０ｍ以高では等高線の間隔が密で入 り組みが大きい。

なお、標高１２０～１５０ｍ付近の等高線の密集部は南北方向に走 り、南側の本郷、竹鼻、高館などの集落

が点在する標高５０～６０ｍの等高線のもつ方向性と一致する。この方向性は津軽平野南縁部を通る黒石

断層 （村岡…長谷，１９９０）の延長線を物語る。一方、標高１００～１２０ｍの等高線では浸食による入り組

みが大きいが頂部に平坦面が認められる。標高９０～１００ｍの等高線にあっては丘陵地縁辺の緩傾斜面

として読み取ることができ、開析の進んだ小丘地 として北西方の大釈迦川に向かって点在する。標高

３０～６０ｍの等高線はほぼ等間隔に配置 し、平野部に向かって緩傾斜する扇状地の北半部と考える。

第Ⅲ― １―２図は浪岡周辺の地形分類図を、第Ⅲ― １―３図はその構成層を模式柱状図で表す。こ

れによると、大釈迦川以西では平野部に楔状に張 り出す前田野 目台地が特徴的である。 この台地は ３

段の段丘からなる。砂及び粘土を主体 とする前田野 目層か らなる高位段丘は北端において帯状の分布

を示 し丘陵化 している。なお、図の北側には八甲田第 １期火砕流堆積物からなる平頂な丘陵地も分布

する。洞爺火山灰を指標とする中位段丘は南方に大きく舌状に張 り出 し頂部に平坦面をもつ。低位段

丘へは西側が急傾斜面で、東側が急崖でもって接する。そ して、低位段丘面は台地縁辺部に弧状に展

開 し、大釈迦川沿いではこの川への傾斜面として南北に帯状に分布する。平野部側では開析谷の影響

でやや起伏するが全体的にみて平野部への緩傾斜面として分布する。ただ、段丘末端部は比高 ４～ ５

ｍ程の急傾斜面となっている。

一方、大釈迦川以東では浪岡川及び正平津川流域に展開する扇状地が特徴的である。浪岡町五本松

付近を扇頂部 として、北が大釈迦川沿いの徳才子、南が本郷あるいは竹鼻付近を扇端部とする弧状の

分布を示す。大釈迦川、浪岡川及び正平津川によって浸食 される。この開析扇状地は構成層から判断

して大釈迦川以西に分布する低位段丘に相当すると考える。また、開析された扇状地内には流下 した

火砕流堆積物による舌状台地 も分布する。浪岡城跡を含めて浪岡町の中心街はこの火砕流台地上に立

地する。火砕流はおよそ２３，０００年前に十和 田火山の噴火活動によるものと考える。なお、八甲田第 ２

期火砕流堆積物などか らなる火山性丘陵地の縁辺部には断片的に中位段丘がみられ平野遺跡が立地す

る。

本遺跡は浪岡町の北方３．０～３．５ｋｍ地点にあって、大釈迦川西方の低位段丘面上に立地する。調査区

域は標高３８～４２ｍの大釈迦川に臨む。段丘末端部にあって、大釈迦川には比高 ３～ ４ｍ程の急崖で臨

む。大釈迦川流域には、東方の扇状地との間に大釈迦川の氾濫による沖積上位面が南方に向かって帯状

に分布する。大釈迦川西方に展開する低位段丘面は標高４０～６０ｍで南北に帯状に分布 し、面の開析度

が小さく平坦ではあるが東方に２０～２５ｍ／５００ｍとやや急傾斜する。本遺跡南方に立地する高屋敷館

遺跡で確認 したところでは、本遺跡の基本層序第Ⅴ層中に含まれる褐鉄鉱層が周氷河地帯にみられる

インボリューションの要素を もち、さらに段丘面 よりも大きく大釈迦川にむかって傾斜する。この事
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実から、大釈迦川が浪岡撓曲 （活断層研究会、１９９１）の軸をなす構造谷で、西岸に発達する低位段丘

面がその西翼に相当するものと思われる。なお、低位段丘の背後には中位段丘が分布 し、比高約２０ｍ

の急崖で接 して崖下の低位段丘面には崖錐性の堆積物が厚 く堆積する。低位段丘を開析する小谷が少

なく、野尻 （３）遺跡の調査区域で確認 したように埋積された谷地形が多いことなどから、中位段丘

か らの流水が土砂 とともに低位段丘面のほぼ全面を流路として流れ、かつ凹地を埋積 して大釈迦川へ

と達 したものと思われる。基本層序第 Ⅰ層及び第Ⅱ層の粘土化 した土壌の存在、さらには検出された

住居跡の外周溝が大釈迦川に面 したほうを開放する事実などから流水の影響があったことを物語る。

次に、本遺跡調査区域内における基本層序について記述する。調査区域は大釈迦川に平行 して南北

に細長いので調査区域毎の層序について記述する。模式柱状図は第Ⅲ― １―４図に示 した。

次に、野尻 （４）遺跡の基本層序は、Ｎ―４５グリッドで検出 した第 １号井戸跡の側壁で確認 した特

徴をもとに記述する。本調査区域は標高３８～４０ｍであって、他の調査区域より高度が低 く湿地性の環

境であったと思われ、基本層序第Ⅲ層は水成堆積の特徴を示す。第Ⅲ層より上位の各層 も粘土質であ

ることから西方の丘陵化 した中位段丘より流水が供給 されていた ものと思われる。なお、Ⅱ層中には

遺構外において も苫小牧火山灰 （Ｂ―Ｔｍ）が確認 される。

Ⅰ 層 黒色土 （厚 さ１０～２０ｃｍ） 耕作土で ある。粘土 ブロ ックが多量 に混入 し全体的に粘土質で あ

る。かた さはあ るが脆 い。乾 くと黒灰色に変色 しクラ ックが 目立つ。

Ⅱａ層 黒色腐植質土 （厚 さ約 １０ｃｍ） 粘性 ・湿性がやや欠け、腐植質で ソフ トな感 じで ある。乾 く

と格子状の細 かな割れ がみ られ る。混入物があま り目立た ない。本層中部 には白頭山起源 の

苫小牧 火山灰 （Ｂ―Ｔｍ）が認 め られ、 この火山灰 を含 む レンズ状の薄層が黒灰色 を呈 して

堆積す る。

Ⅱ ｂ層 黒灰色土 （厚 さ ５～１０ｃｍ） 漸移層 である。粘土 ブロ ックが多量 に混入 し層全体 が粘 土質で

締 ま りが ある。また、下位 の火山灰質粘土の混入 も認め られ る。

Ⅲ 層 黄灰色細粒火山灰質粘土層 （厚 さ約３０ｃｍ） 野尻 （２）遺跡での基本層序第 Ⅳ層に相 当す る。

上北地方の千曵浮石 （東北地方第四紀研究 グルー プ、１９６９）、大鰐及 び碇 ヶ関付近 の碇 ヶ関浮

石 （山 口、１９９３） に相 当す る。 しか し、本調査区域で は一次的 な堆積状 況を示す分布 が少な

く、全体 的に水成堆積の層相を示す。乾 くと、かた く締 まった細粒火山灰質粘土で黄灰 色を

呈す る。 なお、一次的な堆積状況を示す部分で は、 明黄褐色を呈す る ラピ リ質の細粒 火山灰

である。

Ⅳ 層 黄灰色軽石質粘土層 （厚 さ約７０ｃｍ） 風化 して粘土質にな った軽石粒が多量に混入 し、その

軽石粒の周囲に酸 化に よる染み が 目立つ。Ⅲ層 との色調 の区別 は、Ⅲ層が乾 くと明黄灰色に

変色す るが、本層 は常 に湿 っぽ く暗黄褐色に変化 する。

Ⅴ 層 黄橙色褐鉄鉱層 （厚 さ約１０ｃｍ） 緻密堅固である。起伏 があって大 き く波打 ち周氷河地帯に

おけ るイ ンボ リュー シ ョンと思われ る。 なお、本層全体が地形面の傾斜 よりも大 き く大釈迦

川に向か って傾斜す る。

Ⅵ 層 暗灰色軽石質粘土層 （厚 さ約 １５０ｃｍ） 軽 石質の砂質粘土で、下部ほ ど白色を呈す る粘土へ

と層相変化す る。ただ、最上部 の３０ｃｍ程 は火山灰質粘土 である。

－ １０ －
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　第２節　周辺の遺跡（第Ⅲ－２－１図、第１、２表）

　1996年 3 月現在、浪岡町内の遺跡は63箇所が確認されている。時期を平安時代に限定すると、遺跡

数は28箇所で、全体の半数以上を占める。これまでに、浪岡町内では比較的数多くの発掘調査が行わ

れてきた。とりわけ、浪岡町教育委員会や青森県教育委員会が実施した東北縦貫自動車道、浪岡バイ

パス、県道青森－浪岡線建設の 3大事業に係る大規模な発掘調査の結果、平安時代の生業や生活内容

を解明する上で、数々の貴重な成果を残してきた。

　本遺跡は、前田野目台地の標高35～42前後のゆるやかな東斜面に立地している。南東には水田が開

け、遠くに八甲田の峰々をのぞみ、北には間近に梵珠山が迫る環境にある。

　本遺跡が立地する、梵珠山系の南に連なる前田野目台地には、西側の五所川原市も含めて70箇所余

りの平安時代の遺跡が集中して立地している。前田野目台地の東縁即ち大釈迦川の西岸には、北から

山本・野尻(1)・本遺跡・野尻(2)・野尻(3)・高屋敷館・山元(1)・山元(2)・山元(3)等の遺跡が立地する。

また、台地の西縁や前田野目川沿岸には、五所川原須恵器古窯跡群をはじめとして各遺跡がこれまた

ひしめきあって立地している。以上のように、前田野目台地周辺は、まさに遺跡の宝庫であり、当時

の人々が生活を営む上で適した環境にあったものと思われる。

　今回の調査の結果、外周溝、土坑、掘立柱建物跡を伴う竪穴住居跡（本報告書では、これらをセッ

トしてとらえ建物跡と称する。）がまとまった形で検出された。この特殊な形態をとる建物跡群は、

浪岡町山本・松元・野尻(2)遺跡、青森市西部の近野・朝日山遺跡等でも検出されている。

　更に、調査区域の南端で検出された環濠（集落）は、幅約 4ｍ、総長70ｍ、深さ1.2～1.5ｍの規模

をもつ。時期は異なるが、 1 km程南に位置する高屋敷館遺跡との関連等が注目される。

　

　以下に、本遺跡と関連の深いと思われる、浪岡町及び周辺の平安時代の各遺跡について、第Ⅲ－2

－1図及び第 1・ 2表にごく簡単にまとめておく。
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　　　　　　　　　第Ⅳ章　　縄文時代の遺構と遺物

　縄文時代の遺構と遺物は、平安時代のそれと比較して、数量的に極めて少ない。居住区を構成する

竪穴住居跡などの遺構は一切検出されず、狩猟活動に関連づけて考えられている溝状ピットが4基と、

用途不明の土坑が1基検出されたのみである。溝状ピットから縄文土器などの遺物は全く出土してい

ない。

　遺構外の土器は、全て破片で、出土状態はプライマリーなものではない。1個体のみ口縁部の約2

分の1が復元されたものの、他は全て接合率の低い破片資料である。器表面の摩滅の状態より察して、

本遺跡の周辺から移動してきたものも多いのではないかと推察される。総量は33cm×25cm× 5 cmのデ

スクトレイ 1つに納まる程度である。

　石器は、定形石器が6点、不定形石器が 2点の合計 8点が出土した。ほかに石製品 1点と調整や使

用痕の認められない剥片（図示していない）が数点出土した。なお、磨石や石皿等の調理具類は出土

していない。

　以下、縄文時代の遺構・遺物について記載する。

＊縄文土器・石器は、平安時代の遺構から出土したものも遺構外出土遺物として本章において記載する。

＊遺物の出土しなかった遺構の中にも縄文時代の遺構が含まれている可能性はあるが、ここでは確実に縄文時代として認定できた遺構のみを報告する。

　第 1 節　遺 構

　 5基検出した。土坑 1基と溝状ピット4基である。非常に散発的な位置関係を示し、限定された範

囲内にまとまるような傾向は伺えない（付図参照）。以下、土坑、溝状ピットの順に検出した 5基に

ついて述べる。

１　土 坑
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　第２節　遺 物

（ 1）　土器（第Ⅳ－ 2－ 1～ 3図）

　表土層と第Ⅱ層及び下記の遺構内から出土した。全て破片である。

　破片は57点出土した。遺構外の遺物は23ラインから南域に分布する傾向が認められる。

　表面の摩滅が著しいものも多く、また破片のため型式名の特定は困難である。よって出土土器の分

類は、下記のように概区分した。

　第Ⅰ群土器：縄文前期後葉の土器

　第Ⅱ群土器：縄文後期前葉の土器

　　　第 1類　磨消縄文

　　　第 2類　沈線文主体の土器で、平行沈線、Ｓ字状沈線

　第Ⅲ群土器：縄文後期中葉の土器

　　　第 1類　磨消縄文

　　　第 2類　縄文のみ

　第Ⅳ群土器：縄文後期の土器と思われるが、明確に時期を特定できないもの

　第Ⅴ群土器：縄文晩期前葉の土器

　第Ⅰ群土器：縄文前期後葉の土器（第Ⅳ－ 2－ 1図 1～ 2）

　1，2ともに繊維を混入し、大変磨滅が著しい。胴部であるため、型式名の特定は困難であるが、

概ね2点とも円筒下層式土器の範疇に収まるものと思われる。2は、単軸絡条体Ｌ縄文が施される

　第Ⅱ群土器：縄文後期前葉の土器（第Ⅳ－ 2－ 1図 3～16）

　3～7（第 1 類）は沖附（ 2）式に平行する可能性が高いと思われ、 8～16（第 2類）は平行沈線

文、Ｓ字状沈線文が施文されており、十腰内Ⅰ式に比定されると思われる。

　第Ⅲ群土器：縄文後期中葉の土器（第Ⅳ－ 2－1図17，18～第Ⅳ－ 2－ 2図 1～ 5）

　第Ⅳ－ 2－ 1図17，18～第Ⅳ－ 2－ 2図1（第 1類）は、底径が小さく、胴部中央で大きく広がり、

口縁部がさらに大きく広がる器形と思われる。第Ⅳ－ 2－ 2図 5（第 2類）は、口縁部下 6 cmまでし
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か器形を復元できない。口唇部は肥厚し、入念なミガキが施される。第 1類、第 2類ともにほぼ十腰

内Ⅲ式土器に平行すると思われる。

　第Ⅳ群土器：縄文後期の土器と思われるが、時期を特定できないもの（第Ⅳ－ 2－2図 6， 7）

　 6は、小礫を多量に含み、内面には荒くケズリを施す深鉢の胴部破片で、他の縄文土器とは全く状

態の異なるものである。7は、淡橙色に焼成されるもので、縄文施文後に折り返し部を貼付している。

　第Ⅴ群土器：縄文晩期の土器（第Ⅳ－ 2－2図 8～19，第Ⅳ－ 2－3図 1～ 3）

　 8と 9は同一個体と思われ、 9はＢ状突起中央部より垂下する沈線が三叉文につながる文様構成と

思われる。 8は、磨消縄文が観察される口縁部直下。10は、白色に焼成されるもので、縄文の節が非

常に細かい。8～10は大洞Ｂ式の鉢（台付鉢？）と思われる。11～ 3 は、大洞Ｂ～ＢＣ式くらいに比定

される粗製の深鉢と思われる。焼成は非常に軟質である。
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（ 2）　石器（第Ⅳ－ 2－ 4図 1～ 8）

　 8点出土した。出土石器の分類は、下記のように概区分した。

　第Ⅰ群石器：石　鏃　　　　　第 1類：有茎　第 2類：柳葉型　第 3類：アメリカ式

　第Ⅱ群石器：スクレイパー　　第 1類：刃部断面角が大きいもの

　　　　　　　　　　　　　　　第 2類：刃部がかなり粗雑に調整され、刃こぼれの見られるもの

　第Ⅲ群石器：磨製石斧　　　　類別なし

　第Ⅳ群石器：磨　器　　　　　第 1類：扁平な礫の一側縁を磨っているもの

　　　　　　　　　　　　　　　第 2類：形状は石皿であるが、非常に小型のもの

第Ⅰ群石器：石鏃（ 1～ 3）　3点出土した。1は有茎、2は柳葉型で、両者とも先端部を欠失する。

 3はアメリカ式であるが、弥生土器が全く出土していないことから本資料は縄文時代の遺物に含めた。

第Ⅱ群石器：スクレイパー（ 4， 8）　2点出土した。8は断面が直角に近い掻器状の刃部を有し、

 4 は刃部がかなり粗雑に調整され、刃こぼれが見られる。

第Ⅲ群石器：磨製石斧（ 5）1点出土した。擦り切り技法で製作されており、刃部は片刃である。

第Ⅳ群石器：磨石類（ 6， 7） 6は扁平な礫の一側縁を磨っているもので、手に良くフィットする。

 7 の形状は石皿状であるものの非常に小型であり、日常的な実用品とは考え難いものである。
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